
広広報報平平成成２２３３年年９９月月１１日日号号 ６６

西西
尾尾
祇祇
園園
祭祭　７月１５日～１７日、西尾祇園祭が中心市街地で開

催されました。１６日には大名行列をはじめ、獅子

舞い、みこしなどが遊歩道を練り歩き、１７日には

市民総踊り「踊ろっ茶西尾」が行われました。訪

れた人々は延べ２５万人。熱気に包まれた３日間を

写真を中心にご紹介します。

肴町大名行肴町大名行列列

肴町大名行肴町大名行列列

カ
メ
ラ
ル

カ
メ
ラ
ル
ポポ

肴町大名行肴町大名行列列

須田町子供みこ須田町子供みこしし



肴町大名行肴町大名行列列

伊文神社みこ伊文神社みこしし

天王町獅子天王町獅子舞舞

中町大屋中町大屋形形

７７ 平平成成２２３３年年９９月月１１日日号号広広報報

　
７
月
　
日
午
後
、
笛

１６

や
太
鼓
の
音
と
歓
声
が

こ
だ
ま
し
、
祇
園
祭
の

始
ま
り
を
告
げ
た
。
４

０
０
年
の
歴
史
が
 蘇
 る
。

よ
み
が
え

天
王
町
、
吾
妻
町
で
は

獅
子
が
舞
い
、
伊
文
神

社
か
ら
は
み
こ
し
が
厄

男
の
力
強
い
掛
け
声
と

と
も
に
ゆ
っ
く
り
と
動

き
だ
す
。
須
田
町
で
も

み
こ
し
を
担
ぐ
子
ど
も

た
ち
の
声
が
響
く
。

　
日
が
暮
れ
は
じ
め
、

総
勢
１
８
０
人
の
大
名

行
列
が
 奴
 姿
に
独
特
の

や
っ
こ

掛
け
声
で
街
を
練
り
歩

く
。
大
屋
形
が
祭
り
の

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
、
伊
文
神
社
み

こ
し
が
 御
  旅
 

お
 
た
び

 所
 で
奉
納

し
ょ

さ
れ
る
と
祭
り
の
熱
気

は
最
高
潮
に
達
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
引
き
継
が

江
戸
時
代
か
ら
引
き
継
が
れれ

た
伝
統
行
事

―
祇
園
祭

た
伝
統
行
事
　
―
祇
園
祭
――

伊文神社みこ伊文神社みこしし

肴町大名行肴町大名行列列



広広報報平平成成２２３３年年９９月月１１日日号号 ８８

笑顔と活気に満ちあふれ笑顔と活気に満ちあふれたた
市民総踊　　市民総踊りり ―　 ― 踊ろっ茶西踊 ろ っ 茶西尾尾概概――



９９ 平平成成２２３３年年９９月月１１日日号号広広報報

祭
り
の
最
終
日
は

　
祭
り
の
最
終
日
は
、、

市
民
総
踊
り
「
踊
ろ

市
民
総
踊
り
「
踊
ろ
っっ

茶
西
茶
西
尾尾
概概
」
。
今
年

」
。
今
年
でで

回
目
を
数
え
、

　
回
目
を
数
え
、
　
団団

１７１７

２２２２

体
、
総
勢
１
５
４

体
、
総
勢
１
５
４
００
人人

の
踊
り
子
た
ち

の
踊
り
子
た
ち
がが
市
街
市
街

地
を
踊
り
歩
い
た

地
を
踊
り
歩
い
た
。。
華華

や
か
な
衣
装
と
個
性

や
か
な
衣
装
と
個
性
豊豊

か
な
振
り
付
け
で
、

か
な
振
り
付
け
で
、
楽楽

し
く
舞
い
踊
る
姿
に

し
く
舞
い
踊
る
姿
に
、、

見
て
い
る
人
の
顔
も

見
て
い
る
人
の
顔
も
自自

然
と
笑
顔
に
な
っ
て

然
と
笑
顔
に
な
っ
て
いい

っ
た
。
街
は
熱
気
と

っ
た
。
街
は
熱
気
と
活活

気
に
満
ち
あ
ふ
れ
、

気
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
大大

い
に
盛
り
上
が
っ
た

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。。

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は

　
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、、

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
で
「

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
で
「
鶴鶴

城
小
け
や
キ
ッ
ズ
」
が

城
小
け
や
キ
ッ
ズ
」
が
、、

一
般
部
門
で
「
西
尾

一
般
部
門
で
「
西
尾
信信

用
金
庫
」
が
選
ば
れ

用
金
庫
」
が
選
ば
れ
、、

歓
喜
と
と
も
に
西
尾

歓
喜
と
と
も
に
西
尾
祇祇

園
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

園
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
をを

迎
え
た

迎
え
た
。。


